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まだ誰も知らない安心を、ともに。
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1.自動車事故の解決プロセス
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1.自動車事故の解決プロセス



・証券番号 ・運転者情報
・免許証情報 ・警察届出有無
・警察署名 ・怪我有無
・自走可否 ・事故原因

契約者側情報

・事故場所 ・進行方向
・道路規制情報
・相手との位置関係
・損傷部位

事故状況

・事故相手情報
・相手車両名 ・相手車両塗色
・損害物 ・損害程度
・修理工場情報

相手方情報

事故発生 事故報告
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1.自動車事故の解決プロセス
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1.自動車事故の解決プロセス



現場調査

車両調査

その他調査

ドローン調査 事故再現調査

画像解析調査 EDR調査 医療機関調査

警察調査
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1.自動車事故の解決プロセス

ミクロ観察

錆の採取 修理見積作成
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1.自動車事故の解決プロセス



■損害調査により得られた客観的な証拠から過失を判断

・基本過失、修正要素の適用を行う

■事故の相手方へ過失を提示し示談交渉

・客観的な立証証拠を根拠とし、示談交渉を行う

■示談が成立しない場合、訴訟等へ移行

・第三者へ示談や和解、判決を求める

基本過失

道路形状

・交差点 ・直進道路 ・T字路

・道路以外 ・駐車場内 等

規制

・信号有無 ・広路狭路

・停止標識 ・センターライン

修正要素

明らかな先入 +10

著しい過失 +10

重過失 +20

速度違反 +20

徐行無し +10

修

正

要

素

主な修正要素

・速度違反

・幹線道路

・右折禁止違反

・徐行有無

・一時停止有無

・指示器点灯有無

・灯火類点灯有無

基　本 0 : 100

示談交渉

訴訟

示談成立

過失相殺は、訴訟上裁判官の自由裁量に委ねられている。しかし、
交通事故のように同種の事故形態が頻繁に繰り返される場合、
その判断に幅があることはいたずらに争点を増やし、裁判の長期
化や法的安定性、裁判の予測可能性を失わせる危険が発生する。
大量の同種事案を公平かつ迅速に処理するため、昭和５０年「別
冊判例タイムズ第一号基準 民事交通訴訟における過失相殺の認
定基準」（通称：判例タイムズ）が公表され、実務の重要な指針
として広く利用されるようになった。

紛争処理センター

保険会社

示談代行

調停
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1.自動車事故の解決プロセス
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2.保険事故対応におけるドライブレコーダー活用



2.保険事故対応におけるドライブレコーダー活用

通信型

その他

①デバイスやSDカードを
操作できる

（パソコン所有等）

②デバイスやSDカードを
操作できない

（パソコン不所有等）

SDカード郵送

ご自宅訪問

第三者がMP4抽出の上
映像を確認

保険会社

当社指定のクラウドへアップロード

 データ提供方法についてはお客さまニーズに合わせ複数の方法を準備

自動・手動アップロード

手動アップロード操作ができない場合は
①②に移行
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 ドライブレコーダーの映像を分析し事故の状況を把握

静止画分割 画像鮮明化 データ復元
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2.保険事故対応におけるドライブレコーダー活用



 映像を用いて過失割合の算定に必要な要素について視認・分析
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2.保険事故対応におけるドライブレコーダー活用



 運転者の態様

わき見運転

携帯電話使用
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2.保険事故対応におけるドライブレコーダー活用



 天候・路面の状態
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2.保険事故対応におけるドライブレコーダー活用



 運転挙動や走行位置、双方の位置関係

大回り右折 ゼブラゾーン走行 減速せず

右折方法違反 危険な転回明らかな先入
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2.保険事故対応におけるドライブレコーダー活用



 灯火類作動状況、標識等の設置状況

ブレーキランプ故障 ウインカーなし 停止表示器材設置

ハザード不点灯 各種標識設置ヘッドライト不点灯
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2.保険事故対応におけるドライブレコーダー活用



 事故解析・サービス開発のための様々な実験・検証を実施

衝突実験 機種間比較テスト 衝撃試験

記録速度比較テスト 画像解析速度検証事故再現検証
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2.保険事故対応におけるドライブレコーダー活用



 ドライブレコーダーのデータ取得における課題

課題①：お客さまがドライブレコーダーの仕様を把握されておらず、録画がされていない場合や、データが
取り扱えないといったケースが発生する

課題②：お客さまが購入されたドライブレコーダーについて、録画時間に関する認識が薄く、事故後の走行、
事故の処理や搬入時のアイドリング時間によって、データが上書きされてしまっている

課題③：ドライブレコーダー本体またはSDカードの脆弱性に伴い、事故の際の衝撃（含むエアバッグ干渉）を起因として、
事故の際の録画データが消失・破損してしまう。

事故発生 事故処理 自走 or レッカー作業 入庫、構内移動 着工

0分 30分 50分 80分 100分

（例）事故後のACC：On時間の経過

エアバッグ接触箇所
エアバッグの布及びエアバッグ展開時に生じる
破裂剤がデバイス表面に付いており、実際に
接触したことが分かる
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2.保険事故対応におけるドライブレコーダー活用



 パッセンジャーエアバッグの展開後の体積が大きくフロントガラスに干渉

 エアバッグ展開試験の結果データ欠損が発生することを確認

出典：Euro NCAP Crash & Safety Tests

 解体車を用いてエアバッグ展開試験を実施
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2.保険事故対応におけるドライブレコーダー活用
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3.テレマティクス商品のデータ活用
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3.テレマティクス商品のデータ活用

2015.3

2016.4

2017.7

2019.1

英国テレマティクス自動車保険最大手
「Insure The Box Limited (ITB社)」を買収

フリート契約者
向け商品
「ささえるNAVI」

スマホアプリを活用した
テレマサービス
「Bizセイフティ」

【MS＆AD共同開発】
ドライバーとその家族に安心を届ける

「タフ・見守るクルマの保険」（スマホ型）

フリート契約者向け商品
「ささえるNAVI Lite」

【MS＆AD共同開発】
「タフ・見守るクルマの保険」（ドラレコ型）

日本初のドラレコでの
運転挙動連動型保険

「タフ・見守るクルマの保険プラス」

日本初の運転挙動連動型保険
「タフ・つながるクルマの保険」

日本初の
実走行距離
連動型保険
「PAYD」

専用の通信車載器とスマホを利用
「タフ・見守るクルマの保険プラスS」

2023.1

他社デバイス・データと連携した
テレマ保険・割引提供スキーム

「Telematics Powered by AD」

2018.6

2020.1

G-BOOK

2018.1

2021.1

2004.4

スマホアプリのみで利用可能な
運転挙動連動型保険

「タフ・見守るクルマの保険NexT」

2018.4

2024.1
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3.テレマティクス商品のデータ活用
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3.テレマティクス商品のデータ活用

 フリート商品では車両管理者向けサービスをご提供
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3.テレマティクス商品のデータ活用

CASE、MaaS時代の到来を見据え
テレマティクスデータを事故対応へ活用

事故の解決を迅速化

従来の事故解決に関する課題

 事故状況の把握、事故解決に多くの時間が必要

・ヒヤリングによる事故情報の収集（当事者・目撃者等）

・事故状況を推察するための調査（車両調査・現場調査等）

・事故解決のための主張立証活動（示談交渉・民事係争等）

テレマティクスデータの活用
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3.テレマティクス商品のデータ活用

ビッグデータ 衝突試験データ

AI事故検知

テレマティクス搭載車両の事故
データ、衝突実験により取得した
衝撃データを機械学習することに
より事故検知アルゴリズムを構築

可視化

デバイスより取得した情報及び
動画解析によって判定した情報
を地図上に可視化

緯度経度 走行軌跡

速度 CANデータ

加速度 道路形状

周辺移動体 道路情報

規制情報 天候情報

AI画像解析

事故画像データ、実験により取得
した画像データを機械学習するこ
とにより、事故の再現に特化した
画像解析エンジンを開発

判例DB

判例及び支払データを用いたデー
タベースを構築。画像解析結果情
報の自動インプットにより、過失
情報や判例情報を出力

画像認識技術 SLAM技術

判例DB

センターライン

交差点

信号色

衝突対象物

速度
画像解析AI

事故発生 事故検知 事故再現

出典：あいおいニッセイ同和損害保険（株）HP

 蓄積された様々なデータやAIを活用して４つの機能を開発



28

3.テレマティクス商品のデータ活用

 個別の事故の状況に合わせてパーソナライズドされたコンテンツを配信
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4.データを活用した様々な研究開発



4.データを活用した様々な研究開発
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日本

208億Kmアジア

46億Km

米国
1,076億
Km

欧州

128億Km

 テレマティクスの商品展開により地球365万周分の走行データを蓄積

 日本国内の事故については年間約70万件の事故のデータを保有
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 事故のない安心なまちづくりに向けて５つの分野で研究開発を推進

4.データを活用した様々な研究開発



まだ誰も知らない安心を、ともに。

ご清聴ありがとうございました


